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トレンド・リポート

花
渕
馨
也

し
た
分
離
派
指
導
者
ア
ブ
ダ
ラ
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム

（A
bdallah Ibrahim

）
か
ら
地
位
を
引
き
継
い
だ

サ
イ
ー
ド
・
ア
ベ
イ
ド
・
ア
ブ
デ
レ
マ
ニ
（Said 

A
beid A

bderem
en

）
に
対
す
る
軍
事
ク
ー
デ

タ
を
起
こ
し
、
島
の
臨
時
指
導
者
と
な
っ
た
。
新

憲
法
の
も
と
に
実
施
さ
れ
た
島
の
大
統
領
選
挙
に

お
い
て
二
〇
〇
二
年
四
月
に
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
の

若
い
大
統
領
と
な
る
。
バ
カ
ル
は
、
三
〇
〇
か
ら

八
〇
〇
名
と
推
定
さ
れ
る
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
憲
兵

隊
と
元
兵
士
の
支
持
を
得
て
、
次
第
に
軍
事
的
圧

力
を
背
景
と
し
た
独
裁
政
治
を
行
う
よ
う
に
な
っ

た
。

　

一
方
、
二
〇
〇
二
年
の
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
グ

ラ
ン
ド
コ
モ
ロ
島
出
身
の
ア
ザ
リ
（A

zali 
A
ssoum

ani

）
大
統
領
の
後
、
二
〇
〇
六
年
五
月

の
選
挙
に
よ
り
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
出
身
の
サ
ン
ビ

が
連
合
国
大
統
領
と
な
っ
た
。
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島

の
大
企
業
家
で
あ
り
、
多
く
の
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島

民
か
ら
の
支
持
を
受
け
た
サ
ン
ビ
大
統
領
だ
っ
た

が
、
バ
カ
ル
派
が
要
求
す
る
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
の

自
治
権
と
利
権
を
め
ぐ
り
、
し
だ
い
に
対
立
す
る

よ
う
に
な
る
。
特
に
任
期
切
れ
が
近
づ
い
た

二
〇
〇
六
年
以
降
、
バ
カ
ル
は
再
選
の
意
向
を
示

し
、
サ
ン
ビ
へ
の
批
判
を
強
め
た
。

実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
大

統
領
の
改
選
を
め
ぐ
る
混
乱
で
あ
っ
た
。
コ
モ
ロ

連
合
国
は
、
領
有
権
を
め
ぐ
り
フ
ラ
ン
ス
と
係
争

中
で
あ
る
マ
イ
ヨ
ッ
ト
島
を
除
く
と
、
グ
ラ
ン
ド

コ
モ
ロ
島
、
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
、
モ
エ
リ
島
の
三

島
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
最
大
の
面
積
と
人
口
を

も
つ
グ
ラ
ン
ド
コ
モ
ロ
島
の
政
治
的
優
位
に
対
す

る
他
の
島
の
反
発
が
、
一
九
七
五
年
の
フ
ラ
ン
ス

か
ら
の
独
立
以
前
か
ら
存
在
し
て
き
た
。
そ
の
対

立
は
一
九
九
七
年
に
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
、
モ
エ
リ

島
両
島
の
分
離
独
立
運
動
へ
と
高
ま
り
武
力
衝
突

へ
と
発
展
し
た
が
、
二
〇
〇
一
年
に
ア
フ
リ
カ
連

合
の
仲
介
に
よ
り
和
解
調
停
が
結
ば
れ
、
各
島
の

自
治
権
を
大
幅
に
強
め
た
新
憲
法
が
制
定
さ
れ
る

こ
と
で
国
家
分
裂
の
危
機
が
回
避
さ
れ
た
。
新
憲

法
で
は
三
つ
の
島
か
ら
四
年
の
任
期
で
順
番
に
連

合
国
大
統
領
を
選
出
す
る
と
と
も
に
、
各
島
に
も

大
統
領
と
自
治
政
府
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
バ
ラ
カ
ニ
村
出
身
の
モ
ハ
メ

ド
・
バ
カ
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
の
軍

務
経
験
を
も
つ
元
憲
兵
隊
大
佐
で
あ
る
。

一
九
九
七
年
か
ら
続
い
た
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
の
分

離
独
立
運
動
に
お
い
て
分
離
派
の
リ
ー
ダ
ー
の
一

人
と
し
て
活
動
し
、
二
〇
〇
一
年
三
月
に
は
辞
任

●
は
じ
め
に

　

コ
モ
ロ
連
合
国
（U

nion des Com
ores

、
以

下
、
コ
モ
ロ
）
で
は
、
二
〇
〇
七
年
四
月
以
降
、

連
邦
を
構
成
す
る
四
つ
の
島
の
一
つ
で
あ
る
ア
ン

ジ
ュ
ア
ン
島
の
大
統
領
改
選
を
め
ぐ
り
、
連
合
国

大
統
領
ア
ー
メ
ド
・
ア
ブ
ダ
ラ・サ
ン
ビ
（A

hm
ed 

A
bdallah Sam

bi

）
と
、
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
前
大

統
領
モ
ハ
メ
ド･

バ
カ
ル
（M

oham
ed Bacar

）

と
の
対
立
が
続
い
て
き
た
。
二
〇
〇
八
年
三
月

二
五
日
、
つ
い
に
連
合
国
政
府
は
軍
事
的
解
決
に

踏
み
切
り
、
政
府
軍
は
ア
フ
リ
カ
連
合
か
ら
派
遣

さ
れ
た
多
国
籍
軍
と
の
合
同
に
よ
る
「
コ
モ
ロ
の

民
主
主
義
」（D
ém
ocratie aux Com

ores

）

作
戦
に
よ
り
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
へ
と
進
攻
し
、
短

時
間
の
う
ち
に
ほ
ぼ
全
島
を
制
圧
し
た
。
本
稿
で

は
、
こ
の
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
紛
争
が
軍
事
的
衝
突

へ
と
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、

コ
モ
ロ
の
き
わ
め
て
不
安
定
な
政
治
状
況
を
生
み

出
し
て
き
た
地
域
対
立
の
構
図
の
新
た
な
動
向
に

つ
い
て
述
べ
る
。

●
軍
事
的
解
決
へ
と
至
る
経
緯

　

今
回
の
紛
争
の
発
端
は
、
二
〇
〇
七
年
六
月
に

―

コ
モ
ロ
連
合
国
に
お
け
る
地
域
対
立
の
新
た
な
構
図

ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
紛
争
の
動
向

ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
紛
争
の
動
向
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各
島
自
治
政
府
の
大
統
領
選
挙
に
先
立
ち
、
バ

カ
ル
の
再
選
に
向
け
た
動
き
を
封
じ
る
た
め
、

二
〇
〇
七
年
四
月
二
六
日
、
コ
モ
ロ
の
憲
法
裁
判

所
は
バ
カ
ル
大
統
領
の
五
年
の
任
期
が
四
月
一
四

日
で
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
と
し
て
退
陣
を
要
求
す

る
と
と
も
に
、
大
統
領
選
へ
の
立
候
補
を
承
認
し

な
か
っ
た
。
サ
ン
ビ
大
統
領
は
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島

臨
時
大
統
領
と
し
て
、
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
国
会
議

長
の
カ
ー
ン
ビ
・
フ
マ
デ
ィ
（Houm

adi Kaam
-

bi

）
を
指
名
し
た
が
、
そ
の
後
、
五
月
一
一
日
に

は
新
た
に
島
の
経
済
産
業
大
臣
ゾ
ワ
ヒ
ル
・
ハ
リ

デ
ィ
（D

hoihirou H
alidi

）
を
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン

島
臨
時
大
統
領
と
し
て
指
名
し
直
し
た
。
し
か
し
、

バ
カ
ル
派
は
こ
れ
を
サ
ン
ビ
の
傀
儡
と
批
判
し
、

官
邸
を
明
け
渡
さ
な
か
っ
た
。

　

連
合
国
政
府
に
よ
る
大
統
領
選
挙
の
開
催
要
求

に
対
し
、
バ
カ
ル
は
選
挙
管
理
委
員
会
と
ア
フ
リ

カ
連
合
か
ら
派
遣
さ
れ
た
選
挙
監
視
団
が
ア
ン

ジ
ュ
ア
ン
島
に
上
陸
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
五

月
二
日
に
は
、
連
合
国
政
府
軍
（A

rm
ée N

a-
tionale de D

evéloppem
ent

＝
Ａ
Ｎ
Ｄ
）
と

バ
カ
ル
派
の
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
憲
兵
隊 

（Force 
de Gendarm

erie d'A
njouan

＝
Ｆ
Ｇ
Ａ
）

と
が
市
街
で
銃
撃
戦
を
行
う
事
態
に
発
展
し
、
二

名
が
死
亡
、
一
二
名
の
連
合
国
政
府
軍
兵
士
が
拘

束
さ
れ
た
。
ま
た
、
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
内
で
も
バ

カ
ル
派
と
反
バ
カ
ル
派
と
の
対
立
が
起
き
、
バ
カ

ル
は
憲
兵
隊
の
軍
事
的
圧
力
に
よ
る
支
配
を
強
め

て
い
っ
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
コ
モ
ロ
島
と
モ
エ
リ
島
の
大
統
領
選

挙
は
、
五
月
一
〇
日
の
第
一
次
投
票
、
そ
し
て
二
四

日
の
第
二
次
投
票
が
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
バ

カ
ル
の
抵
抗
を
受
け
て
、
連
合
国
政
府
は
ア
ン

ジ
ュ
ア
ン
島
で
の
選
挙
を
当
初
は
六
月
一
七
日
に
、

さ
ら
に
二
四
日
に
ま
で
延
期
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。
バ
カ
ル
は
こ
の
延
期
に
も
従
わ
ず
、
六
月

一
〇
日
に
自
ら
選
挙
用
紙
を
印
刷
し
て
独
自
に
投

票
を
実
施
し
、
六
月
一
四
日
に
は
九
〇
％
以
上
の

島
民
の
支
持
を
得
た
と
し
て
大
統
領
へ
の
再
任
を

自
ら
発
表
し
た
。

　

コ
モ
ロ
連
合
国
政
府
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
連
合
は
、

バ
カ
ル
の
選
挙
を
無
効
な
も
の
と
批
判
し
、
ア
フ

リ
カ
連
合
は
公
正
な
選
挙
を
開
催
す
る
た
め
に
、

選
挙
監
視
団
と
し
て
の
軍
隊
派
遣
の
意
向
を
示
し

た
。
連
合
国
政
府
は
ガ
ソ
リ
ン
の
供
給
を
ス
ト
ッ

プ
す
る
な
ど
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
に
対
す
る
制
裁
処

置
を
行
っ
た
が
、
膠
着
状
態
が
長
く
続
く
こ
と
と

な
る
。
事
態
に
懸
念
を
も
っ
た
ア
フ
リ
カ
連
合
お

よ
び
国
連
は
代
表
を
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
に
派
遣
し

て
説
得
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
バ
カ
ル
は
和
解
交

渉
を
拒
否
し
続
け
た
。
二
〇
〇
七
年
六
月
二
五
日
、

ア
フ
リ
カ
連
合
の
主
要
国
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
モ
ザ

ン
ビ
ー
ク
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
、
セ
イ
シ
ェ
ル
、
ケ

ニ
ア
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
代
表
は
、
公
正
な
選
挙

の
開
催
を
バ
カ
ル
に
要
請
し
、「
選
挙
お
よ
び
治

安
支
援
部
隊
」（Electoral and Security 

A
ssistance M

ission
＝
Ｍ
Ａ
Ｅ
Ｓ
）
に
よ
る

軍
事
的
介
入
も
あ
り
う
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

　

二
〇
〇
八
年
を
迎
え
て
も
事
態
は
進
展
せ
ず
、

そ
れ
ま
で
交
渉
に
よ
る
解
決
を
コ
モ
ロ
政
府
に
要

求
し
て
い
た
ア
フ
リ
カ
連
合
は
二
月
二
〇
日
の
会

合
に
お
い
て
、「
コ
モ
ロ
の
領
土
的
、
主
権
的
統

一
を
維
持
す
る
た
め
」
に
軍
事
介
入
に
よ
る
解
決

を
支
援
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
、
リ
ビ
ア
、
ス
ー

ダ
ン
、
セ
ネ
ガ
ル
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
か
ら
軍
隊
の
派

遣
支
援
が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
が
ア

フ
リ
カ
連
合
多
国
籍
軍
の
輸
送
支
援
と
物
資
の
提

供
を
申
し
出
た
。
二
〇
〇
八
年
一
月
に
は
、
連
合

国
政
府
軍
は
軍
事
的
制
圧
の
準
備
を
開
始
し
、
ア

ン
ジ
ュ
ア
ン
島
へ
の
上
陸
に
備
え
て
隣
の
ム
ワ
リ

島
で
訓
練
を
始
め
た
。
三
月
に
は
、
ア
フ
リ
カ
連

合
か
ら
の
派
遣
軍
が
コ
モ
ロ
に
到
着
し
、
連
合
国

政
府
軍
と
合
流
し
た
。

　

二
〇
〇
八
年
三
月
二
三
日
、
サ
ン
ビ
大
統
領
は

「
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
に
共
和
制
の
法
的
秩
序
を
回

復
す
る
た
め
」（pour rétablir la légalité 

républicaine à A
njouan

）
に
軍
事
作
戦
を

承
認
し
た
こ
と
を
テ
レ
ビ
演
説
で
明
ら
か
に
し
た
。

さ
ら
に
、
二
四
日
に
は
、
部
隊
の
上
陸
に
備
え
て
、

市
民
に
外
出
を
控
え
る
よ
う
促
す
ビ
ラ
が
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
か
ら
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
民
に
撒
か
れ
た
。

三
月
二
五
日
未
明
、
連
合
国
政
府
軍
約
四
〇
〇
名
、

ス
ー
ダ
ン
や
タ
ン
ザ
ニ
ア
な
ど
か
ら
派
遣
さ
れ
た

ア
フ
リ
カ
連
合
の
多
国
籍
軍
約
一
〇
〇
〇
名
が
ア

ン
ジ
ュ
ア
ン
島
に
上
陸
し
、
首
都
ム
ツ
ァ
ム
ド
ゥ
、

副
都
市
ド
モ
ニ
へ
と
進
攻
し
、
大
統
領
官
邸
お
よ

び
主
要
な
施
設
を
制
圧
し
た
。
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島

で
は
約
四
〇
〇
か
ら
五
〇
〇
名
と
さ
れ
る
武
器
を

装
備
し
た
バ
カ
ル
派
兵
士
が
攻
撃
に
備
え
て
い
た

が
、
交
戦
は
短
時
間
で
終
結
し
、
犠
牲
者
は
ほ
と

ん
ど
で
な
か
っ
た
。
民
間
人
に
よ
る
抵
抗
も
な
く
、

バ
カ
ル
派
に
批
判
的
な
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
民
の
多

く
が
上
陸
部
隊
を
歓
迎
す
る
姿
が
フ
ラ
ン
ス
の
テ
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レ
ビ
放
送
で
流
さ
れ
た
。
そ
の
日
の
う
ち
に
、
コ

モ
ロ
政
府
は
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
を
ほ
ぼ
制
圧
し
た

と
宣
言
を
出
し
た
。

　

政
府
軍
の
上
陸
前
夜
、
バ
カ
ル
は
女
装
し
て
小

さ
な
船
に
乗
り
込
み
、
二
三
名
の
腹
心
た
ち
と
と

も
に
隣
の
フ
ラ
ン
ス
領
マ
イ
ヨ
ッ
ト
島
に
逃
亡
し

政
治
亡
命
を
求
め
て
い
る
。
二
七
日
、
フ
ラ
ン
ス

政
府
は
政
治
亡
命
を
認
め
る
か
ど
う
か
は
協
議
中

と
し
た
上
で
、
武
器
を
所
持
し
た
不
法
入
国
の
容

疑
で
バ
カ
ル
ら
の
身
柄
を
拘
束
し
、
レ
ユ
ニ
オ
ン

島
に
移
送
し
た
。

　

三
月
二
五
日
に
は
、
連
合
国
政
府
副
大
統
領
の

イ
キ
リ
ル
・
ゾ
ワ
ニ
ン
（Ikililou D

hoinine

）

が
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
の
臨
時
指
導
者
に
指
名
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
三
〇
日
に
は
、
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島

上
告
裁
判
所
長
の
ラ
イ
リ
ザ
マ
ニ
・
ア
ブ
ド
ゥ
・

シ
ェ
イ
ク
（Lailizam

ane A
bdou Cheik

）

が
臨
時
大
統
領
に
指
名
さ
れ
、
三
カ
月
以
内
に
新

た
な
大
統
領
選
挙
の
実
施
が
公
表
さ
れ
た
。
以
上

が
、
二
〇
〇
八
年
四
月
の
時
点
に
お
け
る
ア
ン

ジ
ュ
ア
ン
島
紛
争
の
顛
末
で
あ
る
。

●
対
立
の
新
た
な
構
図

　

コ
モ
ロ
連
合
国
は
、
一
九
七
五
年
の
独
立
以
来
、

七
八
年
ま
で
続
い
た
社
会
主
義
革
命
の
混
乱
、

八
〇
年
代
の
白
人
傭
兵
に
よ
る
度
重
な
る
ク
ー
デ

タ
と
闇
の
政
治
支
配
、
九
〇
年
代
に
は
絶
望
的
と

な
っ
た
経
済
的
貧
困
と
汚
職
に
よ
る
政
治
腐
敗
な

ど
に
よ
り
、
き
わ
め
て
不
安
定
な
政
治
状
況
に
置

か
れ
て
き
た
。
政
治
的
不
安
定
の
要
因
の
一
つ
は
、

フ
ラ
ン
ス
植
民
地
か
ら
の
独
立
以
前
か
ら
存
在
し

て
い
た
島
間
で
の
地
域
対
立
で
あ
る
。
コ
モ
ロ
諸

島
は
四
つ
の
島
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
独
立
時
に

フ
ラ
ン
ス
が
マ
イ
ヨ
ッ
ト
島
の
支
配
を
続
け
た
た

め
、
実
質
的
に
三
つ
の
島
が
国
家
を
形
成
し
て
き

た
。
マ
イ
ヨ
ッ
ト
島
が
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
的
支
援

を
受
け
て
安
定
し
た
状
態
に
あ
る
一
方
で
、
独
立

し
た
コ
モ
ロ
で
は
ほ
と
ん
ど
産
業
が
発
達
せ
ず
、

国
家
経
済
は
膨
大
な
海
外
借
款
を
抱
え
て
破
綻
の

道
を
歩
ん
で
き
た
。
国
家
の
未
来
が
描
け
な
い
状

況
の
な
か
で
、
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
分
離
独
立
運

動
の
動
き
が
顕
著
な
も
の
に
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス

に
残
留
し
た
マ
イ
ヨ
ッ
ト
島
へ
の
憧
憬
が
、
グ
ラ

ン
ド
コ
モ
ロ
島
が
政
治
の
実
権
を
握
り
、
経
済
的

に
優
遇
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
他
島
の
不
満

と
結
び
つ
き
、
コ
モ
ロ
政
府
に
対
す
る
反
発
と
し

て
噴
出
し
た
の
が
、
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
と
モ
エ
リ

島
が
コ
モ
ロ
国
家
か
ら
の
離
脱
と
フ
ラ
ン
ス
へ
の

再
帰
属
を
求
め
た
一
九
九
七
年
の
分
離
独
立
紛
争

で
あ
る
。
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
の
抵
抗
は
政
府
軍
と

の
武
力
衝
突
に
発
展
し
、
ア
フ
リ
カ
連
合
の
仲
介

に
よ
る
和
解
交
渉
は
二
〇
〇
一
年
ま
で
長
引
い
た

（
参
考
文
献
参
照
）。

　

今
回
の
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
紛
争
は
、
グ
ラ
ン
ド

コ
モ
ロ
島
に
対
す
る
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
の
反
乱
と

い
う
地
域
対
立
の
構
図
と
し
て
は
同
じ
基
盤
を
も

つ
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
九
七
年
に
発
生
し
た
分

離
独
立
紛
争
と
は
い
く
つ
か
の
点
で
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
一
九
九
七
年
の
紛
争
は
、

公
務
員
へ
の
給
料
未
払
い
に
対
す
る
デ
モ
を
発
端

と
し
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
央
政
府
に
対

す
る
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
民
の
不
満
と
反
発
が
、
仏

領
マ
イ
ヨ
ッ
ト
島
の
経
済
的
発
展
に
対
す
る
羨
望

と
合
わ
さ
る
こ
と
で
島
民
の
多
く
に
支
持
さ
れ
た

一
つ
の
運
動
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
紛
争
の
根
底
に
も
同
じ
よ
う
な
民
衆
の
反

発
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
今
回
の
紛
争

は
、
指
導
者
で
あ
る
バ
カ
ル
が
軍
事
的
力
を
背
景

と
し
、
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
民
に
対
す
る
軍
事
的
圧

力
に
よ
っ
て
強
引
に
行
動
を
起
こ
し
た
と
い
う
点

で
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
バ
カ
ル
の
主
張
も
、
直

接
的
に
コ
モ
ロ
国
家
か
ら
の
離
脱
で
は
な
く
、
ア

ン
ジ
ュ
ア
ン
島
の
自
治
権
と
大
統
領
の
地
位
を
維

持
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
バ
カ
ル
大
佐
と
い
う
軍

事
的
力
を
も
っ
た
若
い
指
導
者
の
無
謀
な
国
家
へ

の
反
逆
に
対
し
て
は
、
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
内
に
お

い
て
も
批
判
が
あ
り
、
反
バ
カ
ル
派
に
よ
る
ク
ー

デ
タ
計
画
や
衝
突
が
た
び
た
び
起
こ
り
、
粛
清
と

し
て
拷
問
や
処
刑
な
ど
に
よ
る
人
権
侵
害
が
行
わ

れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
バ
カ
ル
派
に
よ
る
弾
圧
を

逃
れ
、
二
〇
〇
七
年
六
月
以
降
、
約
二
五
〇
〇
人

以
上
の
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
民
が
グ
ラ
ン
ド
コ
モ
ロ

島
へ
と
逃
亡
し
た
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
前
回
の
分
離
独
立
運
動
と
異
な
る
の

は
、
今
回
の
紛
争
が
二
〇
〇
二
年
以
降
の
新
た
な

連
邦
体
制
の
ひ
ず
み
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
点
で
あ
る
。
小
さ
な
島
国
に
四
人
の
大
統

領
が
お
り
、
四
つ
の
政
府
が
機
能
し
て
い
る
と
い

う
状
況
が
生
み
出
し
た
混
乱
は
、
二
〇
〇
二
年
に

新
体
制
が
は
じ
ま
っ
た
当
初
か
ら
、
連
合
国
政
府

と
各
島
の
利
権
を
め
ぐ
る
対
立
が
表
面
化
し
、
官

庁
だ
け
で
な
く
病
院
や
学
校
な
ど
が
機
能
し
な
い

と
い
う
事
態
に
陥
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
に
ア
ン

アンジュアン島紛争の動向  ― コモロ連合国における地域対立の新たな構図
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ジ
ュ
ア
ン
島
民
か
ら
も
圧
倒
的
支
持
を
受
け
て
選

出
さ
れ
た
サ
ン
ビ
連
合
国
大
統
領
だ
が
、
国
家
と

地
方
と
の
政
治
的
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
困
難

と
な
り
、
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
民
か
ら
の
不
満
が
し

だ
い
に
大
き
く
な
り
、
も
と
も
と
分
離
独
立
を
主

張
し
て
い
た
バ
カ
ル
派
と
の
対
立
が
表
面
化
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
今
回
の
事
件
は
、
連

合
国
政
府
が
地
方
自
治
政
府
を
制
御
す
る
能
力
を

持
た
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

第
三
に
、
今
回
の
事
件
で
、
ア
フ
リ
カ
連
合
と

フ
ラ
ン
ス
と
い
う
外
部
か
ら
の
軍
事
介
入
が
あ
っ

た
こ
と
は
、
コ
モ
ロ
だ
け
で
な
く
ア
フ
リ
カ
諸
国

の
今
後
の
政
治
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
て

く
る
だ
ろ
う
。
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
に

か
け
て
続
い
た
対
立
で
は
、
ア
フ
リ
カ
連
合
が
介

入
し
和
解
交
渉
を
進
め
た
が
、
多
国
籍
軍
に
よ
る

軍
事
的
解
決
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今

回
は
、早
い
時
期
に
お
い
て
ア
フ
リ
カ
連
合
は「
民

主
主
義
の
維
持
」
の
た
め
に
軍
隊
派
遣
を
表
明
し
、

コ
モ
ロ
側
の
要
請
と
い
う
形
で
軍
事
的
介
入
を

行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
ア
フ
リ
カ
連
合
が
、

国
内
問
題
へ
の
内
政
干
渉
の
境
界
を
越
え
て
、
ア

フ
リ
カ
諸
国
の
「
民
主
主
義
の
警
察
」
と
な
る
傾

向
の
危
険
な
前
例
を
作
っ
た
と
し
て
危
惧
す
る
声

も
上
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
旧
宗
主
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
が
ア
フ
リ

カ
連
合
軍
の
輸
送
や
物
資
援
助
を
買
っ
て
出
た
一

方
で
、
バ
カ
ル
の
身
柄
を
保
護
し
、
コ
モ
ロ
へ
の

送
還
を
保
留
し
て
い
る
こ
と
は
、
コ
モ
ロ
国
民
の

複
雑
な
反
応
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
旧
宗
主
国

で
あ
り
、
最
大
の
援
助
国
で
あ
り
、
独
立
後
も
コ

モ
ロ
の
政
治
に
大
き
な
影
響
力
を
も
ち
、
そ
し
て

マ
イ
ヨ
ッ
ト
島
の
領
有
を
め
ぐ
り
係
争
中
で
あ
る

フ
ラ
ン
ス
と
コ
モ
ロ
と
の
関
係
は
幾
重
に
も
矛
盾

を
か
か
え
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
バ
カ
ル
派
の

反
乱
に
つ
い
て
も
、
実
は
陰
で
フ
ラ
ン
ス
が
バ
カ

ル
を
援
助
し
て
い
る
と
い
う
噂
が
流
れ
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
が
バ
カ
ル
の
身
柄
を
保
護
し
、
す
ぐ
に

コ
モ
ロ
に
送
還
し
な
い
と
い
う
事
態
は
、
こ
の
憶

測
を
裏
付
け
る
も
の
だ
と
す
る
見
方
を
強
め
た
。

三
月
二
七
日
に
は
コ
モ
ロ
国
内
で
、
そ
し
て
三
月

二
九
日
に
は
フ
ラ
ン
ス
在
住
の
コ
モ
ロ
系
移
民
が

パ
リ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
対
応
に
対

す
る
抗
議
デ
モ
を
行
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
と
い

う
大
国
に
翻
弄
さ
れ
て
き
た
コ
モ
ロ
の
歴
史
が
ま

た
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

●
お
わ
り
に

　

以
上
、
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
問
題
が
軍
事
的
解
決

に
至
っ
た
経
緯
と
、
そ
の
背
景
に
存
在
す
る
地
域

対
立
の
新
た
な
動
向
に
つ
い
て
述
べ
た
。
コ
モ
ロ

国
家
内
に
お
け
る
地
域
対
立
の
構
図
と
、
コ
モ
ロ

に
関
与
す
る
国
際
勢
力
を
含
め
た
政
治
構
造
は
新

た
な
展
開
を
迎
え
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
今
回
の

事
件
で
は
、
資
源
も
産
業
も
乏
し
く
、
海
外
援
助

に
依
存
し
た
狭
い
領
土
に
実
質
的
に
四
人
の
大
統

領
を
擁
す
る
極
小
国
家
の
新
た
な
連
邦
制
が
う
ま

く
機
能
し
え
ず
、
大
き
な
摩
擦
を
招
く
と
い
う
事

態
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
る
と
と
も
に
、
コ
モ

ロ
政
府
が
国
内
問
題
と
し
て
自
律
的
に
地
域
対
立

を
解
決
す
る
力
を
も
た
ず
、
ア
フ
リ
カ
連
合
や
フ

ラ
ン
ス
と
い
う
、
巨
大
な
外
部
の
力
に
服
従
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
し
か
国
家
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
え

な
い
と
い
う
事
実
が
露
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

外
部
の
介
入
に
よ
る
軍
事
的
な
問
題
解
決
は
、
見

方
に
よ
っ
て
は
ア
ン
ジ
ュ
ア
ン
島
の
自
治
権
の
否

定
で
あ
り
、
コ
モ
ロ
国
民
自
身
に
よ
る
民
主
主
義

的
対
話
の
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
に
も
な
り
う

る
危
険
性
を
も
つ
。
今
回
の
軍
事
的
解
決
は
、
コ

モ
ロ
国
内
で
の
地
域
間
の
対
立
を
よ
り
困
難
な
段

階
へ
と
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
地
方
自
治
政
府
間

の
平
和
的
対
話
に
よ
る
連
邦
国
家
の
統
一
と
い
う

理
念
に
、
ま
す
ま
す
大
き
な
課
題
を
残
す
こ
と
に

な
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

（
は
な
ぶ
ち　

け
い
や
／
北
海
道
医
療
大
学

大
学
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
）

《
参
考
文
献
》

花
渕
馨
也
「
幻
想
の
終
焉―

コ
モ
ロ
に
お
け
る

分
離
独
立
運
動
」（『
ア
フ
リ
カ
レ
ポ
ー
ト
』
第

二
六
号
、一
九
九
八
年
、ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）

二
～
七
ペ
ー
ジ
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